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中
国
電
力
は
七
日
、
上
関
原
発
建
設
予
定
海
域
の

一
般
海
域
占
用
許
可
を
山
口
県
に

申
請
し
た
。
そ
，の

こ
と
に
っ
い
で
、
漁
業
権
に
く
わ
し
い
明
治
学
院
大
学
名
誉
教
授
の‥

さ
．囃

還

を運

ず

●
■

１

●

■
一

中
電
の
上
関
原
発
建
設
計
〓
最
大
の
力‐
は
、
祝
島
の
漁
民

一免
許
を
出
し
た
が
今
日
ま
で

画
は
一九
八
二
年
に
計
画
が
一が
漁
業
補
償
金
の
受
け
と
り
一着
一
で
き
ず
に
い
る
の
も
祝

浮
上
し
て
以
来
今
年
で
三
八

一
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
に
あ

一
島
の
漁
民
の
漁
業
権
が
存
在

年
に
な
る
が
ヽ
い
ま
だ
に
工

Ｔ
る
ｆ
二
〇
〇
八
年
に
当
時
の

一
し
て
い
た
か
ら
だ
「
二
〇
二

事
着
工
が
で
き
な
い
。
そ
の

一
三
井
知
事
が
田
ノ
浦
の
埋
立

一
一
年
に
は
福
島
原
発
事
故
が

起
き
、
中
電
は
埋
立
準
備
を

中
断
し
た
。
そ
の
後
二
〇

一

六
年
八
月
に
村
岡
知
事
が
公

有
水
面
埋
立
免
許
の
三
年
延

長
を
許
可
し
た
が
、

′当
然
に

も
中
電
は
工
事
着
工
で
き
な

い
ま
ま
三
年
の
期
限
が
切

れ
、
さ
ら
に
村
岡
知
事
は
昨

年
七
月
二
六
日
に
再
度
三
年

六
カ
月
延
長
す
る
こ
と
を
許

可
し
た
。

中
電
は
昨
年

一
〇
月
八
日

に
、
福
島
原
発
事
故
後
の
新

た
な
規
制
に
沿
っ
た
原
子
炉

設
置
許
可
申
請
の
た
め
の
ボ

ト
リ
ン
グ
調
査
を
お
こ
な
う

こ
と
を
山
口
県
に
申
請
し
、

県
は
同
三

一
日
に
許
可
を
出

し
た
。
だ
が
中
電
は
ず
昨
年

一
二
月
二
六
日
に
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
を
断
念
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
一
こ
の
こ
と
は
祝

島
の
漁
民
が
原
発
建
設
に
と

も
な
う
漁
業
補
償
金
の
受
け

と
り
を
拒
否
し
続
け
て
お

り
、
祝
島
の
漁
民
の
漁
業
権

が
存
在
し
、
祝
島
漁
民
の
同

意
な
し
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

を
お
こ
な
う
こ
と
は
違
法
で

あ
る
こ
と
を
再
度
明
ら
か
に

し
た
。
に
も
か
か
わ

ヽ
ら
ず
中

電
が
再
度
二
般
海
域
占
用
許

可
を
出
し
た
。

山

口
県

の

一
般
海

域
占
用
許
可
は
法

的
な
誤
り
だ
ら
け

質
問

Ｉ今
回
の
中
電
の

一

般
海
域
占
用
許
可
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
見
て
お
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
。

熊
本
　
中
電
は
、
昨
年

一

一
月
～
今
年

一
月
に
実
施
し

よ
う
と
し
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
が
中
断
に
追
い
込
ま
れ
、

一
般
海
域
占
用
許
可

（二
〇

一
九
年
一
〇
月
三
一
日
付

け
）
の
廃
止
届
け
を
出
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
び
、
．

一
般
海
域
占
用
許
可
を
申
請

し
た
。
そ
こ
に
つ
い
て
は
以

下
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。

ま
ず
、
山
口
県
の

一
般
海

域
占
用
許
可
は
法
的
な
誤
り

だ
ら
け
だ
。
な
に
よ
り
祝
島

漁
民
の
同
意
な
き
調
査
は
憲

法
違
反
と
い
う
問
題
が
あ

る
。昨

年
の
ボ
ト
リ
ン
グ
調
査

」が
中
断
に
追
い
込
ま
れ
た
の

は
ど
祝
島
漁
民
の
同
意
が
得

ら
れ
な
か
つ
た
か
ら
だ
。
昨

年
の
■

一
月
八
日
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
開
始
以
来

‐、
中
電

は
、
連
日
、
祝
島
漁
民
の
釣

り
船
を
訪
ね
回
っ
て

「ご
協

盟

相
学
続
大
学
名
誉
目教
授

熊

本

一
規

氏

に

聞

く
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力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
頭

を
下
げ
て
頼
ん
だ
も
の
の
、

こ
と
ご
と
く
拒
ま
れ
て
、
す

ご
す
ご
と
帰
る
し
か
な
か
っ

た
。上

関
原
発
に
と
も
な
う
漁

業
補
償
金
は
（
二
〇
〇
〇
年

四
月
漁
業
補
償
契
約
書
に
基

づ
き
共
同
漁
業
権
管
理
委
員

会
に
支
払
わ
れ
、
そ
の
後
、

各
漁
協
、
さ
ら
に
は
各
漁
協

組
合
員
に
配
分
さ
れ
た
が
、

祝
島
漁
協
も
祝
島
漁
民
も
、

そ
の
配
分
を
受
け
と
っ
て
い

な
い
。

漁
業
補
償
契
約
は
、
「補

償
金
を
受
け
と
る
代
わ
り
に

埋
立
等
の
事
業
実
施
に
同
意

す
る
」
旨
の
内
容
だ
か
ら
、

漁
民
が
補
償
金
を
受
け
と
っ

て
事
業
に
同
意
し
な
い
限

り
、
事
業
は
実
施
で
き
な

い
”
憲
法
二
九
条
は
、
財
産

権
の
侵
害
に
際
し
て
損
失
補

償
を
支
払
う
こ
と
を
義
務
づ

け
て
お
り
、
補
償
す
る
こ
と

な
く
財
産
権

（漁
民
の

「漁

業
を
営
む
権
利
」
も
財
産
権

に
当
た
る
）
を
侵
害
す
れ

ば
、
憲
法
二
九
条
違
反
に
な

る
か
ら
だ
。

質
問
　
憲
法
違
反
の
調
査

に
な
ぜ
許
可
が
出
さ
れ
た
の

か
。
‐

熊
本
　
憲
法
違
反
に
な
る

よ
う
な
調
査
に
な
ぜ

一
般
海

域
占
用
許
可
が
出
さ
れ
た
の

か
に
は
、
理
由
は
二
つ
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

一
つ
は
、
免
許
や
許
可
等

は

「公

（行
政
）
と
民

（事

業
者
ン

の
関
係
で
あ
り
、

補
償
は

「民

（事
業
者
）
と

民

（漁
民
ど

の
関
係
で
あ

る
た
め
、
公
は

「民
民
の
関

係
に
は
関
知
し
な
い
」
と
し

て
違
法
事
業
に
目
を
つ
ぶ
る

か
ら
だ
。
民
民
の
関
係
が
ク

リ
ア
さ
れ
ず
に
免
許
や
許
可

が
と
り
消
さ
れ
た
り
廃
止
届

が
出
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
に

な
れ
ば
公
の
汚
点
と
な
る
た

め
、
本
来
は
、
事
業
が
違
法

で
な
い
こ
と
や
民
民
の
関
係

が
ク
リ
ア
さ
れ
る
こ
と
を
確

認
し
た
う
え
で
免
許
や
許
可

を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
公
は
往
々
に

し
て

「民
民
の
関
係
に
は
関

知
し
な
い
」
を
口
実
と
し
て

違
法
事
業
を
見
過
ご
す
。

二
つ
め
の
理
由
は
、

一
般

海
域
占
用
許
可
に
は

「利
害

関
係
人
の
同
意
」
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る

（
一
般
海
域
の

利
用
に
関
す
る
条
例
施
行
規

則
二
条

一
項
五
号
Ｙ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
山
口
県
は
、

「
利
害
関
係
人
は
排
他
独
占

的
権
利
の
権
利
者
に
限
る
」

と
の
独
自
の
見
解
に
基
づ
き

「
祝
島
漁
民
の
同
意
は
不

要
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、

「
利
害
関
係

人
」
と
は

「あ
る
事
実
の
有

無
又
は
あ
る
行
為
も
し
く
は

公
の
機
関
の
処
分
等
に
よ
っ

て
自
己
の
権
利
又
は
利
益
に

影
響
を
受
け
る
者
」
（我
妻

栄
編
集
代
表

「新
版
・　
新
法

律
学
辞
典
』
）
と
定
義
さ
れ

て
お
り
、
権
利
の
み
な
ら
ず

利
益
に
影
響
を
受
け
る
者
を

も
含
む
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
山
口
県
は
、
利
害
関
係

人
を

「排
他
独
占
的
権
利
の

権
利
者
に
限
る
」
と
い
う
、

他
に
例
を
見
な
い
不
可
解
な

見
解
に
基
づ
い
て
、
祝
島
漁

民
の
同
意
な
し
に

一
般
海
域

占
用
許
可
を
出
し
た
。

質
問
　
自
由
漁
業
も

「慣

習
に
基
づ
く
権
利
」
と
な
る

の
か
。

熊
本
一
漁
業
は
、

一
般
に

免
許
を
受
け
る
漁
業
権
漁

業
、
許
可
を
受
け
る
許
可
漁

業
、
及
び
免
許
も
許
可
も
不

要
な
自
由
漁
業
の
三
種
に
分

類
さ
れ
る
。
漁
業
権
漁
業

は
、
免
許
に
基
づ
い
て
権
利

と
な
る

一
方
ハ
許
可
漁
業

・

自
由
漁
業
は
利
益
で
あ
っ
て

権
利
で
な
い
、
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
漁
業
開
始

当
初
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
許
可
漁
業

・
自
由
漁

業
も
持
続
し
て
営
み
続
け
れ

ば
、
利
益
が
次
第
に
成
熟
し

て

「慣
習
に
基
づ
く
権
利
」

と
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
損

失
補
償
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

た

「公
共
用
地
の
取
得
に
伴

う
損
失
補
償
基
準
要
綱
」
第

二
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
祝
島
漁
民

は
、
自
由
漁
業

（釣
り
漁
業

は
自
由
漁
業
に
当
た
る
）
が

利
益
の
ま
ま
で
も
利
害
関
係

人
に
当
た
る
う
え
、
す
で
に

利
益
が
成
熟
し
て

「慣
習
に

基
づ
く
権
利
」
と
な
っ
て
い

る
現
在
、
利
害
関
係
人
に
当

た
る
こ
と
に
い
さ
さ
か
の
疑

間
の
余
地
も
な
い
。

（
二
面
に
つ
づ
く
）



質
問
　
漁
業
権
は

・「排
他

独
占
的
権
利
」

で
は
な
く

「妨
害
排
除
請
求
権
を
持
つ

権
利
」
で
は
な
い
の
か
。

「

熊
本

山^
口
県
は
、
一何
の

法
的
根
拠
も
な
く
利
害
関
係

人
を

「排
他
独
占
的
権
利
の

権
利
者
に
限
る
」
と
し
、

「
漁
業
権
者
は
利
害
関
係
人

だ
が
自
由
漁
業
者
は
利
害
関

係
人
に
当
た
ら
な
い
」
と
し

て
い
る
。

こ
れ
は
、
漁
業
権
を
全
く

理
解
し
な
い
見
解
だ
。
海
面

は
公
共
用
水
面
六
一
般
公
衆

の
共
同
利
用
に
供
さ
れ
る
水

面
）
で
あ
り
、
漁
業
権
と

は
、
特
定
の
公
共
用
水
面

（
漁
場
区
域
）

に
お
い
て

「漁
業
を
営
む
権
利
」
な
の

で
あ
り
、
「漁
場
を
支
配
し

た
り
占
用
し
た
り
す
る
権

利
」
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
漁
場
区
域
内
で
海
水
浴

や
ヨ
ッ
ト
等
々
を
す
る
こ
と

は
自
由
だ
っ

ヽ

漁
業
権
は

「
物
権
的
権

利
」
と
さ
れ
、
「妨
害
排
除

請
求
権
」
（
漁
業
の
妨
害
行

為
に
対
し
て
排
除
を
請
求
で

き
る
権
利
〉
を
持
つ
と
さ
れ

る
が
、
妨
害
排
除
請
求
権
を

持
つ
こ
と
と
漁
場
区
域
を
排

他
独
占
的
に
占
用
で
き
る
こ

と
と
は
全
く
別
物
だ
。
と
こ

ろ
が
、
山
口
県
は
両
者
を
混

同
し
て
漁
業
権
は

「排
他
独

占
的
権
利
」
と
誤
解
し
て
い

る
。
　

　

　

¨

漁
業
権
は

「排
他
独
占
的

権
利
」
で
は
な
く
Ｌ
妨
害
排

除
請
求
権
を
持
つ
権
利
」
で

あ
る
が
、
「慣
習
に
基
づ
く

権
利
」
も
ま
た
漁
業
権
と
同

様
、
妨
害
排
除
請
求
権
を
持

つ
こ
と
は
、
法
学
者
の
間
で

も
判
例
で
も
通
説
に
な
っ
て

い
る

（原
龍
之
助

『公
物
営

造
物
法
』
二
九
二

，
二
九
二

頁
参
照
）
。
漁
業
権
も

「慣

習
に
基
づ
く
権
利
」
も
い
ず

れ
も
Ｌ
排
他
独
占
的
権
利
」

で
は
な
く

「妨
害
排
除
請
求

権
を
持
つ
権
利
」
で
あ
る
か

ら
、
利
害
関
係
人
に
漁
業
権

者
の
み
を
含
め
、
自
由
漁
業

者
を
含
ま
な
い
根
拠
は
全
く

存
在
し
な
い
。

質
問
　
昨
年
山
口
県
が
出

し
た

一
般
海
域
占
用
許
可
の

違
法
性
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。熊

本
　
昨
年
、
山
口
県
が

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
対
し
て

出
し
た

一
般
海
域
占
用
許
可

は
、
次
の
諸
点
で
法
的
な
誤

り
を
犯
し
て
い
る
。

¨
▼
憲
法
二
九
条
に
違
反
す

る
事
業
に

一
般
海
域
占
用
許

可
を
出
し
た
。　
　
　
，

■
▼
漁
業
権
を

「排
他
独
占

・的
権
利
」
と
誤
解
し
た
。

▼
利
害
関
係
人
を

上
描
霞

独
占
的
権
利
」ヽ
の
権
利
者
に

限
っ
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

に
伴
う
漁
業
補
償

・
が
二
〇
〇
０
年
補
．

償
契
約

で
支
払
わ

ヽ

れ
た
は
ず
は
な
い

一
質
問
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

に
と
も
な
う
漁
業
補
償
が
二

”〇
〇
〇
年
補
償
契
約
で
支
払

・わ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。　
　

ヽ

一
熊
本
　
右
記
の
法
的
誤
り

に
よ

っ
て

一
般
海
域
占
用
許

可
が
出
さ
れ
、
「
公
と
民
の

関
係
｝
が
ク
リ
ア
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
が
昨
年

一
二
月

ニ
ハ

日
に
中
断
さ
れ
た
の
は

「民

と
民
の
関
係
」
が
ク
リ
ア
で

き
な
か
っ
た
か
ら
だ
「

中
電
は
、
山
口
県
よ
り
も

「
公
共
用
地
の
取
得
に
伴
う

損
失
補
償
基
準
要
綱
」
を
勉

強
し
て
お
り
、
自
由
漁
業
が

「慣
習
に
基
づ
く
権
利
」
に

な
る
こ
と
、
及
び
そ
れ
に
対

し
て
損
失
補
償
を
払
わ
な
け

れ
ば
事
業
を
実
施
で
き
な
い

こ
と
を
理
解
し
て
い
る
っ

祝
島
漁
民
の
釣
り
船
を
訪

ね
回
っ
て

「ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
頼
ん
で
も
拒

ま
れ
続
け
て
困
り
果
て
た
中

電
は
、
「
漁
業
補
償
等
に
係

る
ご
質
問
に
つ
い
て

（ご
回

答
ｙ

ど́
題
す
る
文
書
を
二

〇

一
九
年

一
二
月
二
〇
日
付

け
で

「祝
島
島
民
の
〈
ご

に

送
っ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
当
社
は
同
契
約

（注

一
二
〇
〇
〇
年
補
償
契

約
の
こ
と
）
を
踏
ま
え
海
上

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
な
う

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回

を
含
め
た
各
種
調
査
の
実
施

お
よ
び
調
査
に
起
因
す
る
漁

業
操
業
上
の
諸
迷
惑
に
つ
い

て
は
、
同
契
約
の
締
結
に
よ

り
、

一発
電
所
温
排
水
な
ら
び

に
発
電
所
の
建
設
お
よ
び
運

転
に
伴
う
諸
迷
惑
を
含
め
て

同
意

・
受
忍
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
当
社
は
こ
れ
ら
に
対

す
る
漁
業
補
償
金
を
す
で
に

お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

要
す
る
に
、‐
二
〇
〇
〇
年

漁
業
補
償
契
約
に
基
づ
き
、

今
回
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に

起
因
す
る
損
失
も
含
め
て
漁

業
補
償
金
を
支
払

っ
た
の

で
、
祝
島
漁
民
の
同
意
を
得

て
い
る
と
い
う
も
の
だ
。」

し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
補

償
契
約
に
基
づ
く
漁
業
補
償

金
の
配
分
を
祝
島
漁
民
は
受

け
と
っ
て
い
な
い
「
そ
の
う

え
ヽ
約
二
〇
年
も
前
の
補
償

契
約
に
基
づ
い
て
補
償
し
た

こ
と
で
同
意
を
得
た
と
の
主

張
は
、
法
的
に
も
条
理
に
照

ら
し
て
も
不
可
解
だ
。

中
電
の
文
書
に
対
し
、

「
祝
島
島
民
の
会
」

は
、

「
漁
業
補
償
に
係
る
ご
回
答

に
つ
い
て
の
反
論
及
び
質
問

書
｝
を
昨
年

一
二
月

一
六
日

着
で
送
り
つ
け
た
ｏ
中
電
が

ボ
ト
リ
ン
グ
調
査
の
申
断
を

発
表
し
た
の
は
、
同
文
書
が

届
い
て
数
時
間
後
の
こ
と

だ
。質

問
　
質
問
書
の
内
容
は

ど
う
い
う
も
の
か
。

熊
本
　
同
文
書
の
主
旨
を

わ
か
り
や
す
く
Ｑ
＆
Ａ
で
記

せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ｑ
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
す
る
に
は
祝
島
漁
民
の

同
意
が
必
要
だ
が
、
如
何
に

し
て
同
意
を
得
た
の
かヽ
ｆ

Ａ
　
一
一〇
〇
〇
年
補
償
契

約
に
基
づ
い
て
補
償
し
た
こ

と
で
同
意
を
得
た
。

●

Ｑ
一
〇
一
一

・
Ｏ
Ｑ

‐
０
年
持
穂

に
二
〇
一
九
年
ボ
■
リ
ン
グ

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
如

何
に
し
て
予
測
で
き
た
の

か
？

　

′
　

　

●̈

②
漁
業
補
償
額
は
直
近
三

～
五
年
の
水
揚
げ
等
の
漁
業

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
算
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
二

〇
〇
〇
年
時
点
に
二
〇

一
九

年
事
業
に
伴
う
漁
業
補
償
額

を
ど
の
よ
う
に
算
定
で
き
た

の
か
？

③
当
該
海
域
で
漁
業
を
営

む
祝
島
漁
民
は
ハ
二
〇
〇
〇

年
時
点
と
二
〇

一
九
年
時
点

と
で
大
幅
に
異
な
っ
て
い
る
¨

の
に
、
な
ぜ
二
〇
〇
〇
年
補

償
契
約
で
補
償
し
た
と
言
え

る
の
か
？
　
　
　
　
　
・

中
電
の
再
度
の
申
請
に
対

し
て
、
仮
に

一
般
海
域
占
用

許
可
が
出
さ
れ
た
と
し
て

も
、
こ
れ
ら
①
‘
③
の
質
問

に
答
え
ら
れ
な
い
限
り
、
中

電
が
再
び
企
図
し
て
い
る
ボ

ー
リ
、ン
グ
調
査
は
憲
法
二
九

条
違
反
の
事
業
に
な
る
。
そ

れ
に
と
も
な
い
、

一
般
海
域

占
用
許
可
は
、
再
び
廃
止
届

を
出
さ
れ
る
か
、
と
り
消
さ

れ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
中

電
の
み
な
ら
ず
山
口
県
も
大

・鷺

嫌
尋

一」
延

一
注
■
本
稿
で
触
れ
た

「漁

・業
補
償
等
に
係
る
ご
質
問
に

つ
い
て

（
ご
回
答
Ｆ

一及
び

「漁
業
補
償
に
係
る
ご
回
答

に
つ
い
て
の
反
論
及
び
質
問

量
Ｆ

の
二
つ
の
文
書
は
、
い

ず
れ
も
態
本
氏
の
ホ
ト
ム
ペ

ー
ジ

ョ
ご
一ミ
ヨ
「碁
壼
雷

ざ
８４
』
３
に
掲
載
し
て
い

る
。


